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寄
生
地
主
制
の
成
立
と
村
落
共
同
体

ー
村
万
地
主
の
手
作
労
働
を
小
作
に
編
成
す
る
過
程

l

岡

光

夫

一
、
開

題

太
閤
検
地
を
経
て
近
世
初
頭
に
成
立
し
て
来
た
本
百
姓
は
、
全
国
的
に
か
つ
て
は
奴
隷
所
有
者
的
地
位
に
あ
っ
た
名
主
層
(
未
だ
隷
属
者

を
解
放
せ
ざ
る
)
で
あ
っ
た
事
が
最
近
一
致
し
て
確
認
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
近
世
前
期
の
斯
る
本
百
姓
経
営
を
、
元
藤
前
後
の
地
方
書
記
載

を
通
じ
て
古
島
氏
は
「
地
主
手
作
経
営
」
と
称
せ
ら
れ
た
。

氏
は
乙
の
経
営
が
、
普
通
二
、
三
町
歩
の
規
模
を
有
し
、
農
業
技
術
の
未
発
達
か
ら
現
在
よ
り
も
所
要
労
働
を
多
く
要
し
、
四
、
五
人
か

ら一

O
人
に
及
ぶ
年
怖
労
働
に
依
存
し
て
い
.
た
が
、
江
戸
中
期
頃
か
ら
物
価
騰
貴
に
伴
う
経
営
費
の
増
加
や
、
年
陥
労
賃
の
高
騰
に
よ
っ
て

手
作
が
不
利
と
な
り
、
小
作
に
移
行
し
た
過
程
を
「
民
間
省
要
」
に
よ
り
つ
弘
明
ら
か
に
さ
れ
た
事
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
氏
は
当
時
い

ま
だ
寄
空
地
主
制
の
実
証
的
研
究
に
着
手
以
前
で
あ
り
、
寄
生
地
主
制
の
原
型
を
手
作
地
主
の
手
余
地
の
小
作
佑
に
求
め
ら
れ
た
。

氏
の
地
主
手
作
論
に
対
し
最
近
種
々
の
批
判
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
主
と
し
て
手
作
労
働
提
供
者
の
吟
味
と
、
手
作
が
崩
壊
し
て

小
作
に
移
行
し
た
原
因
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
、
地
主
手
作
の
存
在
そ
の
も
の
に
就
い
て
は
、
近
世
前
期
の
農
村
構
造
の
精
密
化
と
共
に
不
動



四

の
も
の
と
な
っ
一
た
。

尾
藤
民
は
、
古
島
氏
が
地
主
手
作
労
働
を
中
世
的
な
賦
役
労
働
と
異
る
水
呑
眉
か
ら
出
さ
れ
た
年
怖
で
、
給
付
が
一
部
貨
幣
形
態
を
以
尤

支
払
れ
、
中
世
よ
り
一
段
と
進
ん
だ
「
徳
川
期
的
秩
序
に
即
応
し
た
労
働
形
態
」
で
あ
る
と
い
う
意
味
づ
け
を
し
た
点
に
批
判
を
向
け
た
。

即
ち
民
は
、
近
世
前
期
で
は
単
一
家
族
の
小
経
営
が
独
立
家
計
を
維
持
す
る
為
に
は
、
一
家
内
の
主
要
労
働
を
地
主
に
提
供
し
保
護
を
受

け
て
始
め
て
可
能
で
あ
っ
た
J

地
主
手
作
の
主
要
労
働
力
は
斯
る
も
の
で
あ
り
、
給
付
も
地
主
が
労
働
力
を
確
保
す
る
た
め
に
思
恵
的
に
給

与
し
た
も
の
と
意
識
さ
れ
、
地
主
手
作
は
奴
隷
制
か
ら
封
建
制
の
過
渡
段
階
の
一
形
態
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
古
島
氏
が
信
州
伊
那
の
分

析
を
通
じ
て
、
地
主
の
手
作
経
営
の
分
解
の
中
か
ら
分
附
百
姓
が
独
立
し
て
小
作
人
に
成
長
す
る
過
程
を
例
外
的
な
後
進
地
の
特
色
と
さ
れ

た
点
を
、
必
ず
し
も
後
進
地
に
限
ら
れ
る
も
の
で
な
く
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
先
進
地
で
あ
る
畿
内
で
も
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
と
見
倣
し

た
。
前
者
即
ち
地
主
手
作
労
働
に
就
い
て
は
、
近
世
前
期
の
本
百
姓
経
営
の
具
体
例
の
研
究
の
少
な
い
現
状
で
は
、
ー
そ
れ
を
確
証
出
来
な
い

の
で
あ
る
が
、
元
時
前
後
の
各
地
の
農
民
層
の
構
成
に
関
す
る
研
究
で
は
、
ほ
ぼ
氏
の
予
測
が
当
を
得
た
も
の
と
思
わ
れ
、
後
者
は
最
近
の

太
閤
検
地
の
成
果
に
よ
れ
ば
氏
の
期
待
を
裏
切
ら
ず
、
戦
後
聞
も
な
い
時
期
の
乙
の
見
解
は
全
く
達
見
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
山
田
氏
に
よ
る
と
会
津
幕
内
村
の
史
科
の
吟
味
の
結
果
に
よ
り
、
近
世
初
頭
の
本
百
姓
は
旧
名
主
の
均
等
石
高
の
血
縁
分
割
に

基
き
、
地
主
手
作
は
名
主
経
営
の
残
存
で
、
そ
の
労
働
力
は
賦
代
下
人
た
る
性
格
が
強
い
と
い
う
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
。

秀
村
氏
の
北
九
州
の
農
村
奉
公
人
の
研
究
で
は
、
元
誠
|
享
保
期
の
年
季
奉
公
人
の
出
現
す
る
ま
で
の
地
主
手
作
労
働
は
人
身
売
買
的
な

質
券
労
働
で
あ
り
、
契
約
期
間
中
の
労
働
評
価
が
な
さ
れ
な
い
た
め
に
容
易
に
債
務
を
辞
債
出
来
ず
、
永
代
下
人
佑
し
た
実
例
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。

先
進
地
と
考
え
ら
れ
る
摂
津
国
武
庫
郡
土
瓦
林
村
の
八
木
民
の
報
告
で
も
「
万
治
、

v

寛
文
頃
に
は
家
内
譜
代
下
人
が
最
も
多
く
、
家
持
下

人
も
か
な
り
多
く
?
寛
文
以
後
譜
代
の
家
内
下
人
が
家
持
で
人
化
し
譜
代
下
人
数
が
減
じ
、
年
季
奉
公
が
増
加
し
や
が
て
譜
代
下
人
は
家
持

と
い
う
形
で
の
み
、
享
保
を
境
と
し
て
滅
び
て
ゆ
く
。
少
く
と
も
享
保
頃
ま
で
は
隷
属
的
な
労
働
力
に
よ
っ
て
地
主
手
作
が
支
ら
れ
て
い
た



と
思
は
れ
る
。
」
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。

以
上
の
若
干
の
例
と
太
閤
検
地
に
基
く
本
百
姓
の
研
究
を
考
え
併
せ
、
地
主
手
作
は
前
代
の
隷
属
者
た
る
譜
代
或
は
近
世
以
後
再
生
産
さ

れ
た
質
券
労
働
の
多
分
に
賦
役
的
性
格
を
持
っ
た
労
働
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
と
忠
は
れ
る
。
後
者
の
質
券
労
働
に
就
い
て
は
「
民
間

省
要
〕
の
記
述
に
も
次
の
如
く
あ
る
。

「
:
・
三
十
年
以
前
ま
で
は
田
舎
の
下
男
上
々
吉
の
分
、

一
ヶ
年
金
三
分
位
が
給
金
の
峠
た
り
し
、
其
次
は
二
分
以
外
に
て
抱
へ
、
下
女
は
機

を
も
識
り
糸
を
も
引
き
、
牧
納
物
も
達
者
に
し
て
二
分
ニ
朱
位
、
招
て
は
一
分
迄
も
抱
へ
、
年
季
者
は
三
両
も
出
せ
ば
、

一
分
二
分
潰
し
て

五
年
を
召
遣
ひ
、
跡
は
不
残
返
り
金
と
な
り
、
長
年
季
に
二
分
三
分
か
し
て
は
順
々
に
人
遺
ふ
種
と
せ
し
に
・
:
」

J

地
主
手
作
の
斯
る
賦
役
的
労
働
力
は
為
政
者
の
独
立
政
策
と
、
独
立
を
可
能
に
し
た
経
済
の
向
上
に
よ
っ
て
全
国
的
に
、
、
新
本
百
姓
、
水

門
位
》

呑
、
年
季
奉
公
人
等
の
形
態
を
も
っ
て
元
線

l
享
保
期
独
立
し
た
の
で
あ
る
。

(註

近
世
に
お
け
る
隷
属
農
民
の
独
立
形
態
は
、
ほ
ぽ
次
の
如
く
三
形
態
で
あ
っ
た
。

A 

藤
田
五
郎
氏
の
幕
内
村
の
作
子
解
放
に
基
く
新
本
百
姓
の
形
成
に
関
す
る
報
告
は
吋
隷
局
者
が
本
百
姓
と
し
て
独
立
す
る
こ
と
を
実

証
し
た
惟
一
の
業
績
で
ゐ
る
が
、
そ
の
後
作
子
の
解
放
を
め
ぐ
っ
て
批
判
が
行
れ
て
い
る
。

先
進
地
の
畿
内
)
瀬
戸
内
で
は
独
立
の
時
に
一
石
前
後
の
土
地
を
分
与
さ
れ
、
或
は
土
地
無
し
で
独
立
し
、
小
作
料
を
生
み
出
す
生
産
力

「
新
本
百
姓
」

(B)

「
水
呑
」

の
発
展
に
廿
出
き
小
作
農
的
生
活
を
続
け
得
た
。

(C)

「
年
季
奉
公
」

じ
れ
は
後
進
地
の
阿
波
落
、
北
九
州
、
東
北
等
の
地
域
で
、
農
業
外
に
生
業
が
な
く
、
小
作
条
件
の
成
立
し
て
い
な
い
た
め
、
一
定

期
間
問
地
主
の
経
営
と
結
び
つ
き
、
後
に
水
呑
に
上
昇
し
た
地
域
も
あ
っ
た
。

隷
属
者
の
独
立
は
、
地
主
手
作
経
営
か
ら
独
立
者
が
離
れ
て
ゆ
く
事
ぞ
拒
む
事
が
出
来
ず
、
特
に
先
進
地
で
は
当
然
の
帰
結
と
し
て
労
働

力
の
払
底
を
庄
ぜ
し
め
、
後
進
地
で
も
以
前
よ
り
労
働
支
出
を
要
し
、
特
種
の
特
権
を
有
す
る
家
凧
の
み
が
手
作
経
営
の
持
続
が
可
能
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
先
進
地
で
は
農
業
外
に
生
業
の
機
会
が
あ
り
、
特
に
都
市
の
発
速
に
伴
い
隷
属
者
は
独
立
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
地
主
経
営
か

一五
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ら
離
れ
離
村
が
可
能
と
な
り
、
併
せ
て
労
賃
騰
貴
に
基
く
地
主
の
悩
は
「
民
間
省
要
」
の
記
述
の
通
り
で
、
:
ま
た
一
方
こ
の
頃
の
本
百
姓
の

分
解
に
伴
う
地
主
へ
の
土
地
集
中
は
手
余
地
の
増
加
に
迫
車
を
か
け
た
。
し
か
レ
な
が
ら
小
作
料
を
生
み
出
す
条
件
が
成
立
し
て
い
た
の
で

手
作
地
主
は
残
容
労
働
を
'
(
手
余
地
に
)
小
作
に
編
成
し
得
た
。

し
か
る
に
全
国
的
に
は
む
し
ろ
後
進
地
が
多
く
、
い
ま
だ
小
作
料
を
生
み
出
す
生
産
力
の
発
展
の
な
い
ま
〉
に
、
地
主
は
依
然
と
し
て
手

作
を
継
続
せ
ざ
る
を
得
ず
、
長
期
に
亘
っ
て
そ
れ
が
続
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
後
進
の
地
で
も
、
極
く
辺
境
の
山
聞
の
地
を
除
い
て
、
隷
属
者
は
完
全
な
独
立
形
態
で
は
な
い
年
季
奉
公
的
な
形
態
を
と
り

な
が
ら
、
農
村
外
部
の
労
働
吸
引
力
の
増
大
と
共
に
、
そ
れ
に
応
ず
る
よ
う
に
な
り
手
作
を
続
け
て
い
こ
う
と
す
る
地
主
に
驚
異
を
与
え
、

特
に
そ
れ
は
大
小
の
都
市
の
集
中
し
た
近
畿
で
は
江
戸
中
期
後
に
、
そ
の
他
の
地
域
で
も
幕
末
に
見
ら
れ
た
。

乙
〉
で
問
題
と
な
る
の
は
、
斯
る
手
作
地
主
が
寄
生
地
主
に
転
化
す
る
ま
で
の
期
間
は
、
低
住
産
の
結
果
手
作
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

の
に
、
労
働
力
が
欠
乏
し
て
く
る
矛
盾
を
如
何
に
克
服
し
た
か
。
、
近
時
学
界
に
提
起
さ
れ
て
い
る
村
落
共
同
体
と
の
関
聯
に
お
い
て
、
村
落

共
同
体
規
制
の
頂
点
に
立
つ
村
方
地
主
の
労
働
力
確
保
を
め
か
る
規
制
は
従
来
の
研
究
で
は
充
分
明
ら
か
で
は
な
い
。
筆
者
は
此
面
に
焦
点

を
合
せ
て
、
寄
生
地
主
佑
じ
た
後
の
地
主
の
小
作
人
に
対
す
る
規
制
と
も
比
較
し
て
、
篠
山
藩
の
史
料
に
基
き
以
下
解
明
を
詰
み
た
の
で
あ

る。
ω
拙
稿
「
封
建
的
小
農
(
民
)
の
成
立
過
程
を
め
ヤ
つ
で
」
(
「
農
業
経
済
研
究
」
二
八
巻

ω
古
島
敏
雄
「
元
禄
前
後
に
お
け
る
農
業
経
営
規
模
と
時
代
的
特
質
」
(
「
近
陸
日
本
農
業
の
構
造
」
所
政
)

ω
最
近
の
古
島
氏
の
寄
生
地
主
制
の
見
解
は
、
地
主
手
作
の
単
な
る
延
長
で
な
く
、
近
世
中
期
後
の
商
品
生
産
者
た
る
農
民
厨
の
分
解
の
中
か
ら
生
れ
て
来

た
在
郷
商
人
、
中
農
屑
が
領
主
権
力
と
結
合
し
て
封
建
時
代
の
搾
取
者
と
な
る
過
程
で
自
を
寄
生
地
主
と
化
し
、
手
作
地
主
も
同
様
な
性
格
を
備
え
る
も

の
に
な
っ
た
時
に
そ
の
地
位
を
拡
大
し
、
手
作
地
の
小
作
化
と
い
う
地
主
化
の
方
向
も
と
の
動
き
の
中
で
意
味
ぞ
も
っ
と
見
倣
し
、
旧
説
を
否
定
し
た
の

一
号
)

で
あ
る
。

(
古
島
・
永
原
共
著
「
商
品
生
産
と
寄
生
地
主
制
」
)



ω
尾
藤
正
実

的
山
田
舜

「
封
建
時
代
後
期
l
江
戸
時
代
の
段
階
規
定
を
め
ヤ
る

l
」

(
「
歴
史
学
の
成
果
と
課
題

I
」
)

「
寄
生
地
主
制
成
立
の
前
提
」

(
「
寄
生
地
主
制
の
研
究
」
所
収
)

仰
今
井
・
八
木
共
著

ω
民
間
省
姿
(
日
本
経
済
双
書

ω
藤
田
五
郎
‘
「
近
世
封
建
社
会
の
構
造
」

帥
遠
藤
進
之
助

「
近
世
北
九
州
農
村
に
お
け
る
質
奉
公
人
」

「
封
建
社
会
の
農
村
構
造
」

(
「
農
村
構
造
の
史
的
分
析
」
所
攻
)

ω
秀
村
選

巻
一
・
三
二
む
瓦
)

「
近
世
初
期
検
地
に
お
け
る
〔
村
〕
の
成
立
」

(
「
社
会
経
済
史
学
」

一O
巻
二
号
)

山
田
舜

「
前
掲
稿
」

帥
高
尾
一
彦

「
元
禄
時
代
に
お
け
る
畿
内
村
浴
の
発
展
」
(
「
日
本
史
研
究
」
二

O
)

安
藤
精

「
近
世
初
期
農
村
社
会
の
構
成
」

(
「
史
淵
」
四
三
)

倒
大
槻
弘

「
阿
波
藩
に
お
け
る
近
世
村
落
の
形
成
」

(
「
経
済
論
双
」
七
四
巻

一
一
号
)

仰
山
田
舜

「
前
掲
稿
」

制
永
原
・
長
倉

「
後
進
H
白
給
的
農
業
地
帯
に
お
け
る
村
方
地
主
制
の
皮
肉
」

(
「
史
学
雑
誌
」
六
四
巻

一
、
二
号
)

制
士
口
儲
郡
史

下
巻

寛
政
七
年
描
問
中
足
守
活
法
度

福
岡
県
史
料

第
四
組

天
保
年
間
の
北
九
州
諸
務

小
田
丈
之
助

「
加
賀
溶
由
民
政
史
考
」

天
間
昨
年
間
の
加
賀
溶
等
か
ら
後
進
地
幕
末
の
溶
に
よ
る
奉
公
人
統
制
の
状
況
を
知
り
う
る
。

二
、
賦
役
労
働
の
独
立
に
伴
う
労
働
力
の
流
出

元
職
|
事
保
を
起
点
と
す
る
全
国
的
農
村
構
造
の
変
貌
は
こ
の
務
で
も
例
外
で
は
な
く
、

と
延
享
五
年
の
人
別
御
改
帳
の
両
阪
に
あ
ら
わ
れ
た
人
別
構
成
の
変
化
は
、
そ
れ
を
端
的
に
物
語
る
も
の
で
ゐ
る
。

一
例
を
矢
代
村
の
鹿
安
三
年
の
宗
旨
人
御
改
帳

七



八

即
ち
鹿
安
三
年
全
戸
数
三
八
一
戸
。
っ
ち
自
家
労
働
以
外
の
家
来
、
下
人
を
有
す
る
者
は
一
，
七
戸
で
全
村
の
半
数
に
当
る
。
こ
れ
ら
の
層
は

石
高
所
持
の
点
か
ら
見
れ
ば
ほ
ぼ
一

O
石
以
上
が
支
配
的
で
、
一

O
石
代
で
二
、
三
六
、
三

O
石
代
四
人
べ
四

O
石
代
で
は
一

O
人
を
越
え

る
家
族
外
の
労
働
力
を
有
し
て
い
た
。

下
人
の
性
格
は
こ
れ
ぞ
明
ら
か
に
し
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
宗
門
改
帳
に
は
出
身
村
と
親
名
と
共
に
年
期
数
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
見
る
と
、
質
券
労
働
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
、

!

J

‘

2

1

J

家
来
は
本
役
百
姓
と
別
世
帯
を
な
じ
て
お
り
な
が
ら
、
本
役
百
姓
と
隷
属
関
係
を
結
び
そ
の
形
態
は
、
石
高
が
全
く
皆
無
で
本
役
百
誌
の

名
請
地
を
耕
作
し
て
い
る
者
と
、
検
地
帳
に
僅
か
で
は
あ
る
が
石
高
が
登
録
さ
れ
た
者
の
二
種
で
あ
る
。

右
二
閣
は
家
来
百
姓
の
発
展
段
階
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
内
前
者
の
場
合
が
隷
属
性
が
大
で
あ
る
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
ぞ

れ
役
ん
百
姓
の
手
を
通
じ
て
貢
租
負
担
を
し
て
い
た
点
で
は
共
通
で
あ
る
。
前
者
に
就
い
て
は
次
に
示
す
家
来
証
文
で
そ
の
詳
細
を
知
り
う

4
0
。「

証

文

門
跡
地
所
在
名

?
v

J

一
、
松
平
山
城
守
様
御
代
口
口
義
貴
様
御
請
合
被
成
其
下
百
姓
-
一
而
我
々
へ
田
地
御
割
付
被
下
難
有
容
候
然
ル
上
ハ
御
家
来
ニ
一
潤
成
申
候
御
事
。

一
、
同
御
代
以
取
入
高
拾
石
八
斗
ニ
き
ま
り
定
約
五
石
ニ
御
諮
被
成
御
納
所
仕
候
事
。

て
米
割
我
々
よ
り
御
納
所
・
申
侯
関
万
事
入
免
は
賞
様
よ
り
被
成
候
て
可
有
候
、
其
外
日
役
人
足
御
公
儀
様
之
は
不
及
申
上
、
貴
様
自
分
ニ
而
も
御
用
次
第

、
、
三
、
、

-
一
御
召
可
被
成
候
付
キ
、
御
気
ニ
入
不
申
侯
も
の
は
取
斗
御
払
ニ
侯
共
少
茂
御
恨
と
夜
間
敷
事
。

家

来

慶
安
三
年
寅
ノ
十
一
月
廿
二
日

久

左

エ

門

殿

小 吉藤

エ助郎

兵



こ
れ
は
慶
安
三
年
四
四
石
余
の
石
高
を
有
し
て
い
た
久
左
エ
門
の
家
来
六
人
中
の
三
人
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で
ゐ
る
。
本
役
百
姓
の
名

請
地
を
耕
作
し
て
い
た
事
が
記
さ
れ
、
高
一

O
石
余
に
対
す
る
貢
租
の
外
に
隷
属
主
に
対
す
る
御
公
儀
か
ら
の
夫
役
を
家
来
が
負
担
し
、
そ

の
外
に
「
御
用
次
第
ニ
御
召
可
被
下
」
と
い
う
賦
役
を
提
供
し
て
い
た
事
が
知
ら
れ
る
。

後
者
即
ち
検
地
帳
に
石
高
を
有
す
る
例
は
、
矢
代
村
明
暦
二
年
検
地
帳
に
慶
安
三
年
家
来
だ
っ
た
者
五
名
の
石
高
が
登
録
さ
れ
、
う
ち
三

名

は

一

石

未

満

、

一

名

は

五

石

を

越

え

、

う

ち

三

名

は

屋

敷

を

所

持

し

た

。

一
名
は
一
石
五
升
、

石
高
所
持
を
知
り
う
る
。

更
に
ま
た
中
世
で
は
矢
代
村
と
同
庄
で
あ
っ
た
が
、
近
世
に
別
村
と
な
っ
た
栗
栖
野
村
の
寛
永
年
間
の
次
の
史
料
に
よ
っ
て
も
隷
属
層
の

「
寛
永
十
年
霜
月
吉
日

持
高
四
十
四
石
五
斗
五
升
四
合

持
高
寄
般

四
十
四
石
五
升
三
合

外高
九
斗
五
升

同
五
斗

同
四
斗
八
升

同
五
斗

四
合

佐

久

エ

外
五
斗
一
合

若
林
寺
っ
き
地
引

内
蔵
之
助

こ
た
ん
さ
わ
の
分

は
、
さ
き
与
左
エ
門
分

ま
と
は
普
宥
エ
門
分

地
明
神
中
太
夫
分

四
拾
六
石
四
斗
入
升
三
合

検
地
帳
に
は
四
四
石
五
斗
五
升
四
合
が
佐
久
エ
名
を
以
て
な
さ
れ
、
四
名
の
家
来
の
分
は
別
に
そ
れ
ぞ
れ
登
録
さ
れ
た
が
、
貢
租
負
担
は

'-

四
名
の
を
ふ
く
め
四
六
石
四
斗
八
升
三
合
に
つ
い
て
佐
久
エ
一
人
で
負
担
し
た
の
で
あ
る
。
斯
る
場
合
の
本
役
百
姓
に
対
す
る
隷
属
が
如
何

な
る
も
の
で
ゐ
っ
た
か
、
前
者
の
如
き
史
料
が
な
い
の
で
知
り
え
な
い
が
登
録
石
高
が
少
く
、
そ
れ
の
み
で
は
生
活
し
得
ず
隷
属
主
の
名
請

地
の
中
か
ら
自
分
の
所
品
石
高
以
上
の
土
地
を
借
り
う
け
た
も
の
と
思
は
れ
、
隷
属
度
は
前
者
と
余
り
隔
絶
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で

九



あ
ろ
う
A

矢代村地主手作屑(延享5年)

l石高 家族数 下人数 牛頭数

徳右エ円 35.95 石
一一一一一天

4 人 1 頭5 

市右エ門 21.80 6 2 1 

i作右エ門 17.23 7 1 1 

八郎兵エ、 16.24 5 2 1 

市左エ円 8.28 3 1 1 

十 兵 エ 70.22 8 5 1 

助右エ門 26.14 7 2 1 
， 

第 1表

矢代村人別御改般

担
て
明
麿
か
ら
元
職
|
享
保
を
経
て
百
年
後
の
延
享
五
年
に
は
、
第
一
表
に
よ
る
如
く
根
幹
的

な
賦
役
労
働
を
形
成
し
た
家
来
を
有
す
る
眉
は
一
戸
も
忍
く
、
家
来
は
こ
の
間
に
全
部
独
立
し
七

一
戸
の
手
作
地
主
屑
は
「
年
切
奉
公
」
と
称
せ
ら
る
下
人
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
。

隷
属
者
の
独
立
の
詳
細
を
伝
え
る
史
料
は
見
当
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
抱
主
か
ら
代
官
に
出
さ

れ
た
次
の
如
き
抱
離
の
証
文
が
あ
り
、
享
保
初
年
の
独
立
の
状
態
を
知
ら
せ
て
呉
れ
る
。

奉
願
上
侯
口
上
之
党

私
抱
義
人
儀
抱
離
呉
侯
様
相
綴
申
ニ
付
、
届
之
通
改
出
申
皮
奉
手
候
問
、
御
怒
悲
之
上
右
之
趣
御
悶
届
ニ

為
成
下
右
願
之
通
為
仰
付
被
下
侯
ハ
、
難
有
可
宮
中
十
仔
候
以
上
。

享
保
七
年
亥
四
月

矢
代
村

市

太

夫

右
市
太
夫
願
上
候
通
相
違
無
御
座
侯
ニ
付
奥
印
仕
差
上
申
候
、
御
問
届
ニ
為
成
下
侯
ハ
、
宗
門
綬
五
人
組

へ
書
か
へ
差
上
可
申
侯
以
上

御
代
官
様

)}f 

I
 

AHρ 屋

斯
る
隷
属
者
の
独
立
に
よ
っ
て
安
価
な
労
働
力
の
給
源
を
失
い
、
事
保
一
六
年
の
一
手
作
地
主
の
「
名
前
林
山
、
広
幅
二

O
問
、
高
二
五

聞
の
雑
木
下
車
」
を
売
っ
た
証
文
に
は
「
今
年
下
男
下
女
切
米
ニ
難
儀
仕
候
故
、
御
用
木
立
置
雑
木
下
車
売
払
申
度
奉
存
候
」
と
記
し
て
あ

り
1

地
主
手
作
経
営
の
苦
悩
の
一
面
を
表
現
し
て
い
る
。

庄



地
主
手
作
の
存
在
は
農
村
の
唯
一
の
労
働
力
収
容
の
場
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
同
胞
の
減
少
と
隷
属
農
民
の
独
立
は
労
刀
流
出
を
容
易
に

し
、
早
く
も
享
保
年
聞
に
隣
国
た
る
摂
津
万
面
の
農
村
ゃ
、
阪
神
地
方
に
向
っ
て
移
動
し
た
史
料
を
残
し
て
い
る
。
特
に
灘
の
酒
造
業
の
発

達
が
享
保
年
聞
か
ら
著
し
く
、
安
永
、
天
明
頃
に
は
旧
産
地
の
伊
丹
、
池
田
を
凌
駕
し
冬
期
の
酒
造
労
働
と
し
て
多
量
に
出
稼
の
機
会
が
得

ら
れ
た
事
は
、
そ
の
流
出
に
拍
車
を
か
け
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
藩
内
を
挙
げ
て
掘
度
に
奉
公
人
不
足
と
賃
銀
鴎
貴
を
示
し
、
い
ま
だ
当
時
小
作
料
を
生
み
出
す
生
産
力
に
到
着
せ
ぎ
る
た
め
に
、

安
価
な
給
銀
を
以
て
地
主
手
作
を
持
続
せ
ざ
る
を
得
な
い
屑
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
死
活
の
問
題
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
藩
で
は
地
主
手
作
眉
を
保
護
す
る
た
め
に
、
独
立
し
つ
冶
あ
る
譜
代
の
解
放
を
次
の
史
料
に
示
す
如
く
一
時
中
止
さ
せ
た
。

日「

条

々

一
、
家
僕
之
儀
非
譜
代
者
主
従
可
為
相
対
事
。

一
、
未
不
分
一
方
ニ
取
っ
か
ふ
男
女
主
従
可
為
相
対
次
第
申
附
候
。

譜
代
目
一
出
置
男
女
之
俗
於
無
其
紛
者
譜
代
勿
論
之
一
事
。

小
田
切
喜
右
エ
円

安

藤

じ

次

郎

党
延
弐
年
巴
ノ
正
月

ー

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
効
も
む
な
し
く
宝
暦
年
間
の
事
を
記
し
た
左
の
史
料
は
、
奉
公
人
不
足
の
状
況
を
雄
評
に
物
語
っ
て
い
る
。

「
一
、
先
年
百
日
稼
都
市
他
所
稼
の
も
の
多
く
一
統
差
支
、
別
而
高
持
百
姓
奉
公
人
無
之
難
渋
仕
御
団
地
疏
唇
ニ
一
倍
成
候
様
相
成
候
。
.

一
、
奉
公
人
ニ
不
自
由
ニ
相
成
候
去
ハ
、
百
日
稼
並
他
所
奉
公
之
者
多
分
ニ
相
成
侠
故
之
儀
、
御
領
分
奉
公
可
仕
身
分
の
者
も
迫
々
相
誘
速
引
前
々
と
は

格
別
多
人
数
毘
成
夫
故
自
然
と
不
自
由
口
仕
侯
事
。
」

奉
公
人
不
足
は
単
に
農
村
ば
か
り
で
な
く
、
武
家
奉
公
人
に
も
及
ん
だ
の
で
、
認
で
は
こ
れ
を
他
か
ら
供
給
し
、
そ
の
賃
銀
を
他
出
の
季

公
人
に
出
銀
せ
し
め
、
こ
の
面
か
ら
奉
公
人
に
対
し
て
迄
冥
加
銀
が
賦
課
さ
れ
る
に
及
ん
だ
。
そ
の
詳
細
は
次
に
示
す
如
く
で
あ
る
。



「
て
宝
暦
之
度
(
同
十
二
年
)
御
長
柄
・
御
仲
間
・
夫
丸
・
御
家
中
様
奉
公
・
一
口
口
給
弐
寅
三
百
六
拾
自
余
也
、
口
白
御
他
領
並
百
日
奉
公
人
名
前
へ
割

一
、
明
和
之
度
(
間
四
年
)
右
同
様
奉
公
人
足
シ
給
銀
七
賞
六
拾
自
余
六
歩
通
四
買
い
U

百
日
余
、
百
日
並
他
領
奉
公
人
へ
制
掛
ケ
議
御
座
侯
。
」

掛
ケ
出
銀
為
致
之
設
も
御
陵
候
。

宝
暦
で
は
ニ
貫
三
六

O
匁
余
、
明
和
に
は
四
貫
七
百
匁
余
で
あ
っ
た
o
t

こ
の
頃
の
奉
公
人
総
数
は
知
り
得
な
い
が
、

「
当
時
奉
公
仕
候
者
之
内
三
歩
通
御
領
分
ニ
奉
公
仕
候
:
」
と
い
う
記
述
に
よ
る
と
七
割
が

他
領
に
出
て
行
っ
た
と
思
は
れ
る
。

内註〉

斯
る
農
村
奉
公
人
の
不
足
に
対
し
、
地
主
手
作
層
は
終
に
藩
を
動
か
し
、
明
和
四
年
禁
制
を
し
く
事
に
成
功
し
た
c

こ
の
禁
制
の
最
初
が
何
時
で
あ
っ
た
か
詳
で
は
な
い
が
、
筆
者
の
蒐
集
に
よ
る
出
稼
禁
制
の
最
古
が
明
和
四
年
な
の
で
一
応
ζ

の
年
と
し
て
お
く
。
乙

の
突
然
の
禁
制
は
直
ち
に
農
民
の
反
対
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
清
兵
エ
な
る
者
の
強
訴
に
ま
で
発
展
し
た
。
し
か
る
に
沼
造
出
稼
に
つ
い
て
は
強
訴
の

効
が
あ
り
、
一
部
ゆ
る
め
ら
れ
た
。
乙
の
強
訴
も
確
た
る
史
料
が
な
く
伝
説
の
域
ぞ
脱
せ
ず
、
従
っ
て
起
っ
た
年
代
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
筆

者
は
こ
の
強
訴
に
関
係
す
る
史
料
を
発
見
し
た
。
一
セ
れ
の
伝
え
る
と
ζ

ろ
に
よ
る
と
強
訴
の
前
の
会
合
が
明
和
四
年
八
月
一
七
日
で
、

ζ

れ
に
つ
き
強

訴
后
の
同
年
九
月
一
一
六
日
村
役
人
の
取
締
が
不
充
分
で
あ
る
と
し
て
、
村
役
人
が
落
か
ら
叱
噴
き
れ
で
い
る
。
こ
れ
か
ら
考
え
る
と
一
授
は
明
和
四
年

(註)

の
八
月
一
七
日
か
ら
九
月
一
六
日
の
閲
に
起
っ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
従
っ
て
こ
れ
ら
を
綜
合
す
る
と
出
稼
禁
制
の
最
初
そ
明
和
四
年
と
し
て
誤
り
な

い
で
あ
ろ
う
。

然
し
な
が
ら
こ
の
禁
制
は
空
文
に
等
し
く
、
容
易
に
守
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
年
か
ら
三

O
余
年
後
の
享
和
元
年
八
月
の
「

奉
公
人
之
者
江
口
達
御
請
印
帳
」
の
記
載
に
よ
っ
て
知
り
う
る
。
一

「
他
所
稼
之
儀
是
迄
例
法
号
以
申
達
侠
処
、
間
々
心
得
違
犯
法
之
者
も
在
之
趣
相
関
不
屈
之
至
候
、
村
役
人
実
鉢
ニ
法
を
守
之
志
有
之
ハ
、
一
村
之
制
止
不

行
周
と
申
儀
は
在
之
間
数
候
得
共
、
等
閉
ニ
打
過
候
ゆ
ヘ
布
而
御
省
人
も
出
来
村
内
之
失
墜
難
儀
と
相
成
候
、
向
後
は
五
人
組
合
之
者
共
茂
相
互
ニ
心
筋

可
制
止
伎
、
若
見
逃
抜
働
之
者
在
之
候
ハ
村
役
人
ハ
勿
論
組
合
之
者
迄
御
各
可
仰
付
伎
、
且
叉
百
日
之
者
共
制
法
不
相
用
問
々
心
得
途
之
者
も
有
之
趣
ニ

相
関
候
、
抜
働
之
者
茂
多
く
縁
を
求
め
て
問
問
越
義
ニ
候
得
は
相
互
ニ
免
許
札
改
合
候
へ
は
知
れ
間
敷
に
も
無
之
侠
、
別
而
杜
氏
、
社
民
脇
キ
は
其
手
一
一
付



て
ぬ
侠
事
ニ
候
へ
ハ
随
分
入
念
可
相
改
候
、
以
来
免
許
札
無
之
も
の
在
手
下
ニ
使
び
、
或
ハ
朋
輩
等
ニ
一
相
成
侯
も
の
後
日
に
で
も
相
蹴
侠
へ
ハ
御
谷
免
許

札
段
上
他
所
稼
可
差
止
伎
閥
急
度
制
法
可
相
守
候
。

一
白
八
月

即
ち
村
役
人
の
不
行
届
か
ら
他
所
稼
が
絶
え
な
い
の
で
、
今
后
は
厳
重
に
監
視
せ
よ
と
い
ま
し
め
た
。
と
こ
ろ
が
翌
年
の
享
和
二
年
に
は

百
日
稼
の
み
に
就
い
て
若
干
こ
れ
が
ゆ
る
め
ら
れ
た
。

「
新
規
否
日
稼
之
儀
従
先
年
厳
致
御
法
度
被
為
仰
付
置
候
処
、
此
皮
御
仁
悲
ヲ
以
冬
春
百
白
之
者
ハ
一
統
御
赦
免
被
仰
向
末
々
迄
申
達
伎
、
但
シ
是
迄
之
遜

秋
彼
岸
よ
り
春
三
月
中
迄
之
内
百
日
稼
御
免
許
四
月
よ
り
秋
彼
岸
迄
夏
期
之
中
ハ
他
所
稼
急
度
御
法
度
ニ
一
係
、
且
疋
叉
末
々
迄
心
得
途
不
仕
様
可
申
逮
侯
。

一
、
百
日
御
免
-
一
一
事
寄
外
稼
ニ
一
能
出
候
義
ハ
御
差
留
侠
間

一
、
居
宅
ニ
ハ
中
半
者
ニ
而
茂
抱
壁
、
自
分
或
ハ
伴
百
日
ニ
一
関
出
相
勤
侠
類
ハ
、
先
年
通
御
法
度
ニ
侯
間
可
栢
札
候
。

一
、
社
民
、
社
民
脇
之
者
共
春
季
之
内
酒
煮
、
土
用
洗
、
渋
染
右
三
度
ニ
日
数
三
十
日
御
赦
免
ニ
侯
問
是
迄
之
遜
届
書
可
差
出
侯
。

一
、
椛
方
平
日
之
分
ハ
夏
季
罷
越
候
義
不
相
成
候
。

一
、
男
女
他
所
年
季
稼
叉
ハ
壱
年
或
ハ
半
季
奉
公
之
義
是
迄
之
遇
リ
御
法
度
ニ
候
、
心
得
違
無
之
様
可
相
心
得
事
。

右
之
通
御
口
達
被
仰
出
候

享
和
二
戊
年
四
月

l_  

即
ち
新
規
の
百
日
稼
も
許
さ
れ
、
そ
の
期
間
は
秋
の
彼
岸
か
ら
春
三
月
中
旬
の
う
ち
百
日
間
と
し
、
社
氏
に
は
こ
れ
以
外
の
期
間
の
夏
作

業
に
一
二

0
日
聞
が
特
に
許
さ
れ
た
。
し
か
し
農
閑
の
期
間
と
い
え
ど
も
酒
造
以
外
の
藩
外
へ
の
半
期
奉
公
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

斯
る
処
置
を
し
な
が
ら
、
文
化
三
年
の
記
録
で
は
、

「
男
女
他
所
へ
関
越
相
稼
侠
哉

ι相
悶
侠
夏
季
御
制
勿
論
-
一
候
、
若
此
上
不
柏
間
抜
人
有
之
越
他
聞
侠
ハ
¥
其
村
方
之
者
共
符
と
掛
吟
味
、
其
上
ニ
而
御

谷
可
被
仰
付
並
其
村
万
百
日
稼
之
者
不
残
差
留
可
申
候
・
・
・
・
・
・
」

と
あ
り
、
い
よ
/
¥
藩
で
は
抜
働
を
出
し
た
村
に
は
百
日
磁
を
差
留
め
る
べ
く
の
ぞ
ん
だ
の
で
あ
る
。

-



二
四

以
上
は
亨
保
以
后
に
お
け
る
地
主
手
作
の
減
少
と
、
隷
属
農
民
の
独
立
に
伴
っ
て
藩
外
へ
奉
公
人
と
し
て
移
動
が
多
く
な
り
つ
!
?
の
る
状

況
と
、
そ
の
防
止
の
あ
と
を
藩
側
の
統
制
を
中
心
と
し
て
享
和
頃
ま
で
告
見
た
の
で
あ
る
。
文
政
七
年
以
降
は
地
主
手
作
屑
に
よ
っ
て
奉
公

人
出
な
る
も
の
を
組
織
し
、
諸
政
の
補
助
機
関
と
な
り
、
奉
公
人
賃
銀
の
統
制
や
諸
外
移
動
の
防
止
に
当
っ
た
。
そ
の
詳
細
は
次
に
明
ら
か

に
な
る
で
あ
ろ
う
。

制

拙

稿

「
近
世
村
落
の
展
開
と
稲
作
慣
行
」

(
「
歴
研
」
一
九
三
号
)
に
は
同
村
の
石
高
所
持
の
判
明
者
の
み
を
挙
げ
て
お
い
た
。

間
柏
木
霊

「
灘
沼
経
済
史
研
究
」

一
四
l
一
五
頁

三
、
村
落
共
同
体
の
労
働
力
規
制

文
政
七
年
二
月
一
一
日
上
、
中
、
南
組
の
三
代
官
所
内
の
六
名
の
手
作
地
主
は
、

、
円
の
み
な
ι
A
V
V

「
是
迄
奉
公
之
給
銀
御
定
メ
茂
有
之
依
得
共
、
近
頃
高
給
を
取
而
巴
不
奉
公
仕
候
者
有
之
ニ
付
、
此
度
其
方
共
江
世
話
役
取
締
申
付
候
閥
、
比
上
手
先

之
者
共
人
撰
世
話
可
致
也
」

と
い
う
命
令
を
藷
か
ら
受
け
、
奉
公
人
掛
取
締
に
任
命
さ
れ
た
。
彼
ら
が
農
民
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
取
締
と
な
っ
た
形
式
を
と
っ
た
が
、
既

に
以
前
か
ら
奉
公
人
流
出
の
直
接
の
被
害
者
た
る
立
場
か
ら
種
々
の
動
き
を
・
な
し
、
実
際
に
は
諸
に
せ
ま
っ
て
奉
公
人
掛
の
設
立
を
促
し
自

ら
取
締
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

奉
公
人
出
は
六
名
の
取
締
の
外
に
、
三
名
の
手
先
と
、
庄
屋
中
か
ら
選
ば
れ
た
こ
二
人
の
組
用
掛
を
以
て
構
成
し
、
彼
ら
の
決
議
は
そ
の

ま
ま
(
一
応
は
形
式
的
に
伺
を
立
て
る
が
)
奉
公
人
取
締
の
者
の
命
令
と
し
て
藩
を
背
景
に
し
て
い
た
の
で
、
強
力
な
権
限
を
も
つ
に
至
つ

た
。
以
下
の
叙
述
は
当
時
の
取
締
の
一
人
で
あ
っ
た
中
西
家
に
伝
は
る
「
奈
公
人
出
目
録
」
な
る
膨
大
な
記
録
の
中
か
ら
ぜ
文
政
七
年
の
一

ケ
年
聞
の
動
き
を
見
た
の
で
ゐ
る
。

取
締
の
任
命
を
受
け
た
二
月
一
一
日
か
ら
三
日
を
経
た
二
月
一
四
日
彼
ら
は
早
速
会
合
を
も
ち
、
①
男
女
奉
公
人
の
賃
銀
決
定

③
奉
公



人
不
足
者
に
他
領
か
ら
供
給

@
奉
公
人
の
服
装

不
足
者
の
屈
等
に
関
し
取
締
出
の
案
を
三
組
代
官
所
に
伺
を
立
て
た
。

④
奉
公
せ
ざ
る
者
の
処
罰

@
他
所

J

椋
の
禁
止

@
奉
公
先
の
決
定
者
・
未
決
定
者
・

こ
れ
に
対
し
三
月
む
日
取
締
六
人
及
び
、
組
々
年
番
(
大
庄
屋
)
が
呼
出
さ
れ
、
先
の
伺
に
関
す
る
渚
側
の
達
書
が
手
渡
さ
れ
た
。
そ
れ

は
大
体
先
の
伺
を
ほ
ぼ
承
認
す
る
も
の
で
あ
り
、
奉
公
人
統
制
に
関
す
る
後
任
の
基
本
ぞ
示
す
の
で
長
文
な
が
ら
掲
げ
る
事
に
す
る
。

一「

御

述

書

一
、
近
年
奉
公
人
共
風
儀
惑
敷
相
成
毎
に
宿
下
り
い
た
し
候
而
己
な
ら
ず
主
家
へ
対
し
不
奉
公
窓
口
等
申
触
候
趣
も
相
関
へ
不
均
之
事
ニ
候
、
且
叉
給
金
等

も
近
々
高
給
を
む
さ
ぼ
り
侠
様
ニ
・
申
合
せ
倹
越
も
相
関
甚
不
均
之
至
ニ
侠
、
向
後
下
男
女
行
儀
を
崩
し
不
奉
公
い
た
し
侠
者
有
之
お
い
て
は
当
人
ハ
格

別
親
々
旦
又
五
人
組
頭
之
者
迄
も
御
谷
被
仰
付
侠
関
心
得
遼
無
之
絞
可
致
事
。

一
、
男
女
と
も
身
分
不
応
之
衣
服
等
着
用
致
候
儀
急
度
不
相
成
、
並
身
廻
リ
履
物
等
ニ
一
金
迄
身
分
ぞ
忘
レ
奪
ケ
間
数
儀
於
有
之
ハ
其
主
人
ヨ
リ
取
締
万
へ
申

達
候
、
取
締
之
者
ヨ
リ
急
度
申
関
セ
候
上
弥
不
相
周
候
ハ
、
厳
致
御
答
メ
被
仰
付
候
事
。

一
、
他
所
稼
之
儀
百
日
稼
之
儀
ハ
是
迄
通
併
夏
居
致
佼
儀
兼
而
差
止
置
候
週
日
止
迄
之
辺
、
其
余
他
所
奉
公
い
た
し
候
儀
阿
倍
く
不
相
成
伎
、
旦
叉
無
拠
訳
合
有

之
供
而
他
所
へ
罷
出
候
者
ハ
其
訳
合
取
締
之
者
共
へ
申
出
支
国
間
屈
佼
上
他
所
へ
可
龍
出
事
。

一
、
郷
万
男
女
と
も
農
業
下
作
等
も
不
致
、
其
日
送
リ
ニ
致
居
侠
者
於
有
之
ハ
急
皮
相
札
谷
メ
可
申
事
。

-
、
宿
下
リ
休
之
儀
以
来
半
季
に
七
日
と
相
定
メ
校
閲
其
段
可
相
心
得
事
。

但
し
洗
濯
休
み
五
日
と
相
定
其
外
実
-
一
無
拠
訳
合
於
有
之
ハ
取
締
之
者
江
市
出
断
柏
立
候
様
可
致
事
。

一
、
日
雇
下
男
女
之
儀
も
寝
泊
り
致
候
は
、
兼
而
取
締
之
者
江
申
居
世
可
申
事
。

右
之
辺
市
付
居
候
関
心
得
途
無
之
様
急
皮
相
守
可
申
侠

巾
一
二
月

会

所
町
幸
一
汀
所

こ
の
外
貨
銀
に
就
い
て
は
「
町
方
在
方
下
男
下
女
賃
銀
定
メ
」
で
次
の
如
く
規
定
さ
れ
た
。

11.. 
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丁上
稔:4三
奉公
公人
三半
拾季
目、居
ヨ下
リヲJ
六百
拾拾
目白
迄迄

一
、
中
奉
公
人
九
拾
目
迄

一
、
下
京
公
七
拾
目
迄

一
、
下
女
上
奉
公
人
六
拾
目
迄

て
中
奉
公
人
五
拾
目
迄

一
、
下
奉
公
四
拾
目
迄

一
、
伝
母
奉
公
拾
目
ヨ
リ
三
拾
自

日

履

一
、
上
男
一
日
七
分
，
一
、
中
男
六
分

一
、
上
女
-
日
五
分

一
、
中
女
四
分

下ー下
女男
三五
分分

一

、

伝

母

日

雇

一

分

五

医

ヨ

リ

弐

分

迄

」

更
に
奉
公
人
取
締
の
者
か
ら
各
村
に
達
す
ベ
ミ
組
年
番
に
左
の
討
が
出
さ
れ
た
。

「
一
、
奉
公
致
候
身
分
ニ
而
思
敷
奉
公
に
も
無
之
主
取
不
致
居
役
者
男
女
名
・
処
御
書
出
し
可
被
成
候
。

一
、
男
女
共
奉
公
人
召
抱
不
足
之
主
人
名
前
御
書
出
シ
可
後
成
侠
。

一
、
御
他
領
へ
半
季
壱
年
季
奉
公
ニ
一
飽
出
侯
居
者
名
前
御
堂
同
山
山
ニ
可
被
成
侠
。

三
月
七
日

奉
公
人
取
締
万

三
組
年
者
中

L_  

町
方
奉
行
所
は
農
村
出
身
の
者
に
対
す
る
取
締
の
た
め
左
の
御
触
書
を
出
す
に
至
っ
た
。

「
一
、
町
方
哀
ニ
木
小
屋
杯
と
名
附
小
座
敷
之
建
物
致
、
男
女
出
合
之
宿
致
奉
公
も
不
致
徒
ニ
遊
ひ
暮
し
候
売
女
同
様
成
不
身
持
之
者
無
由
縁
為
致
止
宿
候
儀

堅
ク
可
為
無
用
、
右
拡
之
者
多
分
在
之
侯
而
自
然
ト
奉
公
人
行
後
崩
侠
ニ
相
成
侯
儀
比
度
改
而
被
仰
出
候
問
、
以
来
心
得
途
不
相
守
者
於
有
之
者
小
屋

取
払
之
儀
ハ
勿
論
其
口
同
々
に
よ
申
訳
不
相
立
候
ハ
、
入
牢
茂
被
仰
付
候
問
、
其
節
ニ
至
後
悔
布
地
之
様
米
而
可
相
心
得
事
。

三
月
十
七
日

以
上
会
所
、
町
奉
行
、
奉
公
人
取
締
等
の
村
万
へ
の
達
し
は
、
他
所
事
公
に
よ
る
藩
内
の
奉
公
人
不
足
或
は
巾
合
せ
に
よ
る
賃
銀
の
せ
り

上
げ
、
又
は
華
美
な
服
装
等
賃
銀
高
騰
を
き
た
す
条
件
と
な
る
よ
う
な
問
題
ぞ
禁
止
す
る
と
共
に
、
公
定
賃
銀
や
休
み
の
日
数
を
決
定
し
、



一
方
諸
内
奉
公
人
供
給
の
事
情
を
調
査
し
た
の
で
あ
る
。

斯
る
剥
査
に
基
い
て
次
の
如
き
計
画
が
立
て
ら
れ
、
代
官
所
に
伺
を
出
し
た
。
-

ー「

乍
恐
奉
伺
上
候
風
窓

一
、
比
皮
男
女
奉
公
人
並
日
産
稼
之
者
共
:
・
召
抱
方
出
人
万
双
方
取
調
へ
見
申
候
処
、
召
抱
不
足
之
向
キ
有
之
候
得
北
ハ
、
当
時
主
取
不
致
侯
者
共
ば
一
向
無

之
越
、
遊
過
有
之
者
共
は
病
人
等
ユ
而
無
拠
主
取
も
得
不
仕
罷
在
侯
者
共
故
、
当
季
之
手
当
に
も
脱
却
相
成
御
座
伎
、

一
口
指
不
足
之
万
差
入
校
手
宛
テ

刷
出
御
座
侯
ニ
付
、
此
節
御
他
領
ヘ
人
足
差
立
承
合
セ
相
雇
ひ
見
申
度
来
存
候
。

一
、
:
・
多
人
数
之
内
に
は
奉
公
ニ
罷
出
侯
身
分
と
し
て
未
タ
主
取
も
不
致
、
何
之
業
も
な
く
其
日
を
送
リ
有
之
候
者
共
も
遊
過
ハ
可
有
御
座
哉
ニ
も
泰
存
罷

在
候
処
、
当
時
組
々
か
ら
差
出
候
名
前
之
内
に
は
一
向
右
様
之
人
物
相
見
ぺ
不
申
、
何
分
人
少
ニ
て
取
斗
屈
ギ
兼
迷
惑
仕
侠
ニ
付
、
乍
恐
向
後
之
義
何

卒
右
之
遥
被
為
仰
付
被
下
候
様
仕
度
奉
伺
上
候
。

一
、
男
女
奉
公
人
日
雇
稼
之
者
共
一
年
季
半
季
居
共
、
夫
々
村
名
並
其
主
名
前
番
付
札
相
渡
し
霞
年
度
奉
存
侠
事
。

一
、
奉
公
人
・
:
日
雇
等
引
取
申
皮
侠
節
ハ
前
之
季
ニ
其
訳
ケ
取
締
方
へ
相
断
置
出
替
い
に
し
侯
節
渡
し
君
侯
札
返
却
可
仕
様
致
皮
奉
存
候
事
。

一
、
:
・
無
礼
稼
之
者
共
急
皮
御
差
留
被
為
仰
付
、
其
上
相
背
侯
者
共
へ
御
谷
被
為
仰
付
被
下
度
中
市
存
候
事
。

一
、
無
礼
之
日
履
奉
公
人
召
仕
候
義
堅
く
相
成
不
巾
段
御
達
し
被
為
下
度
、
其
上
彼
仰
出
丸

l
-

背
キ
無
礼
之
者
召
仕
侠
主
人
ニ
ハ
、
過
料
被
為
仰
付
被
下
役
様

申
草
原
上
皮
侯
事
。

右
愚
怠
奉
伺
上
候
悶
乍
恐
御
賢
恵
御
差
図
奉
願
上
侠
以
上

四
月
二
日

取

締

方

御
代
官
様

以
上
を
要
約
す
れ
ば
奉
公
を
せ
ず
遊
び
く
ら
し
て
い
る
者
は
病
人
等
で
あ
り
、
奉
公
人
不
足
は
人
少
が
原
因
で
あ
る
か
ら
他
領
か
ら
奉
公

人
を
入
れ
て
は
ど
う
か
、
ま
た
奉
公
人
に
は
札
を
与
え
、
無
札
の
奉
公
人
や
そ
れ
の
使
用
者
は
過
料
を
課
し
て
は
ど
う
か
、
以
上
の
ニ
点
を

伺
っ
た
の
で
あ
る
。

七:



こ
れ
ら
は
そ
の
ま
〉
認
め
ら
れ
た
の
で
奉
公
人
に
対
す
る
木
札
が
配
付
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
。

(文政七年)上 郡 組 別 出 奉 公 人第2表
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(上郡奉公人名前帳)

三
月
に
行
れ
た
奉
公
人
調
査
は
藩
内
三
郡
の
中
で
上
郡
(
七
組
)
分
の
み
「
奉
公
人
名
前
帳
」
で
知
り
う
る
の
で
、
こ
れ
を
整
理
し
第
二

表
を
得
た
。
名
前
帳
の
作
製
が
奉
公
人
か
ら
の
届
出
に
基
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
抜
奉
公
人
な
ど
が
わ
か
ら
ず
実
際
の
奉
公
人
数
を
下
廻
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る
の
で
あ
る
。

奉
公
人
総
数
は
四
三
七
人
で
、
六
三
戸
に
一
人
の
割
で
奉
公
人
を
出
し
た
事
に
な
る
。

(
上
郡
戸
数
二
、
二
五
五
戸
)
契
約
期
間
は
半
年

季
の
者
が
多
く
、
藩
内
の
村
外
に
多
い
が
組
内
が
支
配
的
で
冬
は
出
稼
に
出
て
ゆ
き
、
昔
日
の
如
く
雇
傭
主
に
対
す
る
隷
属
性
は
な
い
。
長

年
期
は
例
外
的
で
、
女
が
他
国
奉
公
を
す
る
の
に
乙
の
形
を
と
っ
た
。

ま
た
上
郡
で
藩
内
に
雇
傭
さ
れ
た
三
九
六
人
の
う
ち
こ
九
四
人
は
上
郡
円
で
あ
り
、
そ
の
詳
細
は
第
三
表
に
表
示
さ
れ
て
い
る
が
、
村
数

七
三
の
う
ち
奉
公
人
皆
無
の
村
は
一
O
ケ
村
で
あ
り
、
奉
公
人
を
有
す
る
戸
数
の
全
戸
数
に
対
す
る
比
率
は
一
O
%
前
後
で
刊
新
村
と
向
井

の
両
組
は
一
三
%
を
越
え
、
福
井
組
は
低
く
一
一
、
七
%
で
あ
る
。

ご
戸
に
雇
傭
す
芯
奉
公
人
数
は
一
人
が
多
く
、

な
か
に
は
四
人
以
上
を
雇

傭
す
る
者
も
あ
る
が
、
乙
れ
は
農
業
よ
り
も
む
し
ろ
商
人
的
性
格
を
有
す
る
雇
傭
で
あ
る
。

抱
て
文
政
七
年
四
月
下
旬
に
至
り
、
主
と
し
て
酒
造
出
稼
に
関
す
る
次
の
如
き
伺
が
出
さ
れ
た
。

「

乍

恐

奉

伺

上

候

風

窓

百
日
稼
之
儀
先
年
一
統
御
差
留
被
仰
付
置
候
処
、
小
百
姓
共
難
渋
差
支
之
儀
も
有
之
御
免
被
為
成
候
御
儀
御
座
候
、
然
処
夏
居
並
他
所
奉
公
致
侯
儀
堅
く

不
相
成
、
乍
併
無
拠
訳
A
ロ
有
之
者
ハ
奉
願
御
閲
届
ケ
之
上
可
罷
出
段
彼
為
御
逮
、
銘
々
奉
畏
穏
在
侯
儀
と
奉
{
仔
候
、
然
ル
処
・
:
抜
奉
公
い
た
し
居
候
者
も

間
々
有
之
、
且
奉
願
関
越
侠
者
も
笑
に
無
拠
者
共
は
誠
ニ
遊
過
ニ
而
、
過
半
ハ
身
勝
手
ニ
而
罷
出
侯
者
多
く
候
ニ
付
左

ニ
奉
伺
上
候
。

て

百

日

稼
夏
居
い
た
し
侯
者
ハ

、
過
怠
銀
差
上
侠
様
被
仰
付
被
下
皮
奉
存
候
事
。

他
所
抜
奉
公
致
候
者
ハ
過
料
銭
壱
寅
:
・

-
、
半
季
居
・
壱
年
季
他
所
へ
奉
公
ニ
一
総
出
ニ
一
属
候
者
出
替
リ
ニ
相
成
侯
ハ

、
、
不
残
呼
戻
し
侠
様
仕
度
侯
事
。

て

奉
公
主
取
致
侯
市
此
皮
相
渡
し
之
木
札
勤
中
其
主
人
江
預
リ
霞
侠
様
仕
度
事
。
若
し
無
礼
之
者
召
抱
伎
主
人
ハ
過
料
銭
五
百
匁
ヅ
ツ
御
取
被
為
成
下

候
度
事

右
感
意
奉
伺
上
候
儀
奉
恐
入
候
得
共
、
:
・
奉
伺
候
通
御
閲
届
被
為
成
下
侯
ハ
、
追
々
治
定
仕
可
申
哉
ニ
感
意
仕
侠
事

市
四
月
廿
五
日

奉
公
人
取
締
之
者
共
」

二
九



O 

い
よ
い
よ
奉
公
人
に
対
す
る
統
制
は
厳
し
さ
を
増
し
、
百
日
稼
の
夏
居
に
過
怠
銀

(
そ
の
高
わ
か
ら
の
す
)
他
所
抜
奉
公
に
は
銭
壱
貫
の
過

料
、
無
札
奉
公
人
附
主
に
は
銭
五
百
匁
と
し
、
他
所
奉
公
人
は
出
替
り
期
に
領
悶
に
呼
戻
し
再
び
他
所
に
出
ざ
る
よ
う
に
し
よ
う
と
し
た
。

こ
の
伺
も
こ
の
ま
、
五
月
一
二
日
会
所
か
ら
代
官
所
に
対
し
、
支
配
村
々
へ
触
を
出
す
よ
う
指
図
が
あ
っ
た
。

次
い
で
農
繁
期
を
び
か
え
日
雇
不
足
を
生
じ
た
の
で
、
七
月
一
七
日
に
は
日
躍
に
関
す
る
参
会
が
も
た
れ
例
の
如
く
伺
を
立
て
た
。

「

乍

恐

口

上

御
領
分
日
窟
不
自
由
ニ
て
高
持
之
百
姓
難
渋
仕
侯
儀
、
奉
公
可
仕
身
分
ニ
而
奉
公
日
雇
も
不
仕
摺
在
侯
者
共
も
聞
に
有
之
、
且
御
他
領
へ
抜
奉
公
多
分
御

座
侠
故
之
儀
何
卒
厳
敷
差
留
侯
様
仕
度
奉
存
候
得
共
、
何
分
制
止
方
行
届
不
申
、
比
上
御
上
様
不
時
ニ
人
改
メ
為
成
下
侠
ハ
、
、
乍
恐
急
度
柏
止
メ
奉
公

人
沢
山
ニ
相
成
候
様
可
罷
成
哉
ニ
尽
意
仕
候
。
:
・
一
ニ
組
に
て
飛
々
六
七
ケ
村
御
改
被
為
成
下
候
ハ
¥
、
御
領
分
一
一
統
之
口
き
ニ
筒
成
、
村
々
呼
返
し
侠
様

相
成
可
申
奉
容
侯
、
右
乍
恐
御
賢
察
之
程
奉
伺
上
侯
以
上
。

申
七
月
十
七
日

奉
公
す
べ
き
者
で
奉
公
を
せ
ず
或
は
他
領
へ
の
抜
奉
公
に
就
い
て
は
、
以
前
に
は
庄
屋
よ
り
の
届
書
を
以
て
取
締
方
で
対
策
を
練
っ
て
い

た
の
で
あ
る
が
、
今
回
か
ら
は
抜
打
的
に
人
改
め
を
し
て
日
雇
奉
公
人
を
増
加
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
第
一
回
の
人
改
は
町
方
で
行
れ
、
九

人
の
女
が
無
届
止
宿
の
疑
で
帰
村
を
申
付
け
ら
れ
日
雇
に
さ
れ
た
。

ま
た
奉
公
人
に
対
し
賞
罰
の
制
が
設
け
ら
れ
、
庄
屋
を
通
じ
て
報
告
さ
れ
た
一
三
名
が
「
奉
公
無
等
閑
格
別
実
鉢
ニ
奉
公
仕
罷
在
候
」
の

故
を
以
て
表
彰
さ
れ
、
・
五
名
が
働
き
が
悪
い
と
い
う
理
由
で
罰
を
受
け
た
。

斯
る
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
日
一
屈
の
不
足
は
著
し
く
終
に
他
領
か
ら
一
雇
一
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
左
の
伺
は
そ
の
経
過
を
知
ら
せ
て
呉
れ

。
る

ー「

乍
恐
御
内
々
奉
伺
上
侯
愚
意

当
御
領
内
奉
公
人
不
自
由
ニ
ツ
キ
御
他
領

S
麗
入
候
様
仕
度
、
先
達
而
奉
伺
上
毎
ニ
諸
方
へ
人
足
差
置
候
処
、
此
皮
綾
部
郡
よ
五
人
・
何
鹿
郡
・
2
拾
弐
人



，
札
問
仇
ム
志
ん
関
越
侠
ニ
付
夫
々
廿
一
志
入
申
供
、
然
ル
処
右
人
々
弘
和
乱
闘
体
忠
払
臥
山
山
払
札
払
h
へ
あ
れ
再
札
λ

御
座
候
て
、
甚
迷
惑
心
配
仕
弥
h
恥
跡
、
セ
払
払

へ
本
相
川

L
一
肌
払
仇
得
丸
、
弘
山
門
民
罷
乱
巾
小
間
掛
町
当
伝
手
初
入
-L思
札
、
止
山
+
L
L
風-「
J
h
h
h
p
b
h
h
ふ
ん
払
乱
乱
用
肌
乱
民
払
払
応
佼
ハ
、
、
飢
申
b
-
~
一
肌
本
ム
払

込
候
払
可
罷
成
哉
-
一
口
口
は
、
勿
論
当
御
領
分
色
御
趣
法
御
手
初
メ
之
儀
故
ρ
栄
而
奉
公
仕
侯
者
も
彼
是
申
奉
公
不
仕
侠
者
間
々
御
座
侯
哉
-
一
奉
在
、
師
臨
し

御
他
領
よ
雇
入
侠
内
に
は
J

御
領
分
内
ニ
而
都
合
仕
侠
様
-
一
色
可
相
成
哉
ニ
家
ム
仔
候
、
:
:
:
」

こ
〉
に
至
っ
て
取
締
方
で
は
他
領
か
ら
一
八
人
の
奉
公
人
を
入
れ
よ
う
と
し
た
が
、

こ
の
藩
よ
り
更
に
お
く
れ
た
農
村
で
も
、
給
銀
が
先

に
決
め
た
公
定
よ
り
上
廻
っ
て
い
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
、
奉
公
人
不
足
の
原
因
は
藩
内
の
賃
銀
が
安
い
た
め
、
抜
奉
公
が
統
制
を
強
化
し
て

も
増
加
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
事
奇
知
り
う
る
。

奉
公
人
不
足
に
悩
さ
れ
た
奉
公
人
取
締
万
で
は
、
終
に
抜
奉
公
を
厳
重
に
抑
え
る
べ
く
ー
一
一

O
月
八
日
に
は

d

ー

「
向
後
奉
公
人
其
組
限
リ
主
取
為
致
、
不
足
組
々
は
隣
組
過
ニ
相
成
侯
分
よ
融
通
い
た
じ
候
様
仕
侯
パ
，
、
、
他
所
奉
公
自
然
と
組
切
制
止
仕
候
様
可
罷
成
奉

F

存
候
。
」

， 
> ， 

の
如
く
奉
公
人
は
原
則
と
し
て
組
内
で
雇
傭
さ
れ
る
よ
う
に
範
囲
を
若

L
く
せ
ば
め
た
の
で
あ
る
?
そ
じ
て
こ
れ
を
強
化
す
る
た
め
に
、

「
一
組
壱
人
宛
奉
公
人
用
掛
リ
之
義
、
平
一
人
ニ
而
ハ
組
内
気
請
も
如
何
-
一
付
、
圧
屋
中
之
内
身
柄
之
も
の
申
立
、
可
然
且
取
締
共
手
先
口
シ
其
組
用
掛
リ
ニ

彼
仰
付
、
勿
論
其
人
之
総
資
ハ
其
組
懸
ニ
い
た
し
皮
候
事
。
.
」

と
し
て
村
庄
屋
中
か
広
組
一
人
の
者
が
選
出
さ
れ
、
組
の
奉
公

u

人
用
出
と
じ
て
組
内
雇
傭
の
監
督
に
当
っ
た
。

斯
る
方
法
で
抜
奉
公
を
減
少
さ
せ
る
対
策
を
施
し
な
が
ら
寸
余
儀
な
く
他
所
稼
に
出
る
者
に
は
届
出
を
さ
せ
た
。
そ
し
て
「
百
日
稼
之
外

夏
冬
他
所
稼
之
者
へ
ハ
、
冥
加
銀
土
納
仕
候
様
被
仰
付
被
下
度
事
」
と
し
て
冥
加
銀
を
課
し
減
少
せ
し
め
よ
う
と
し
た
。

以
上
筆
者
の
不
手
い
さ
は
か
ら
極
め
て
羅
列
的
な
記
述
と
な
っ
た
が
、
地
主
手
作
屑
を
以
て
組
織
さ
れ
た
奉
公
人
取
締
の
者
の
文
政
七
年
一

ヶ
年
聞
の
奉
公
人
対
策
の
あ
と
を
見
た
の
で
あ
る
。
こ
の
一
年
間
取
締
の
会
合
は
実
に
四

O
数
回
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

文
政
年
間
他
所
稼
が
渚
内
よ
り
も
給
銀
が
高
い
た
め
に
そ
の
数
が
増
加
七
、
そ
の
結
果
は
落
内
の
奉
公
人
不
足
と
、
給
銀
の
高
騰
を
結
果
-



し
た
。
こ
れ
に
対
す
る
に
取
締
の
者
は
、
第
一
次
的
に
他
所
稼
の
禁
止
と
給
銀
統
制
(
給
銀
ぞ
高
騰
せ
し
め
る
よ
う
な
条
件
を
禁
止
し
乍
ら

)
を
し
た
の
で
あ
る
が
、
抜
奉
公
の
形
で
他
所
稼
は
絶
え
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
農
繁
期
に
は
藩
内
の
統
制
賃
銀
を
上
廻
る
賃
銀
で
他
所
か

ら
奉
公
人
を
入
れ
て
不
足
労
働
力
を
補
は
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

更
に
は
奉
公
人
を
登
録
さ
せ
札
を
与
え
、
無
札
奉
公
人
の
雇
備
を
禁
止
し
、
不
意
の
人
改
め
に
よ
り
登
録
洩
れ
の
奉
公
人
を
摘
発
し
た
。

ま
た
雇
備
の
地
理
的
範
囲
い
は
ば
雇
冊
圏
を
組
に
限
定
し
て
、
抜
奉
公
を
防
ぎ
つ
、
届
出
に
よ
る
百
日
稼
や
夏
冬
の
他
所
稼
に
は
冥
加
銀
を

課
し
て
(
お
そ
ら
く
は
他
所
稼
に
よ
る
賃
銀
と
藩
内
の
公
定
賃
銀
の
差
に
等
し
き
)
労
働
力
の
流
出
防
止
に
努
め
た
の
で
あ
っ
た
。

四
、
寄
岳
地
主
の
成
立
と
小
作
人
規
制

宝
歴
年
間
百
日
稼
や
他
所
稼
の
増
加
に
伴
っ
て
一
村
役
人
は
「
高
持
百
姓
奉
公
人
無
之
A

難
渋
仕
御
団
地
疏
略
ニ
罷
成
候
様
相
成
:
」
と

称
し
、
地
主
手
作
の
存
続
の
困
難
を
歎
じ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
天
保
十
二
年
同
じ
地
位
に
あ
っ
た
一
豪
農
は
他
所
稼
の
増
加
を
「
:
下

作
預
り
居
候
と
も
、
米
価
下
落
之
上
他
所
酒
造
家
へ
十
四
五
才
ヨ
リ
罷
出
、
暮
方
容
易
ニ
付
下
作
頼
リ
不
申
・
」
或
は
「
:
相
応
之
給
金
取
、

追
々
銀
子
貯
候
ニ
付
テ
ハ
、
古
郷
を
も
相
忘
他
所
永
住
い
た
し
候
者
も
有
之
叉
ハ
、
繁
華
之
風
俗
を
見
習
農
業
を
忘
れ
手
仕
事
を
嫌
い
商
業

致
候
者
多
ニ
付
人
別
相
減
;
・
」
と
云
ひ
、
小
作
料
取
得
者
た
る
地
主
的
立
場
か
ら
、
他
所
稼
の
増
加
に
よ
っ
て
小
作
人
が
減
じ
つ
〉
あ
る
状

態
を
強
調
し
た
。

同
じ
現
象
た
る
他
所
稼
が
、
一
世
紀
を
隔
て
た
宝
歴
と
天
保
に
与
え
た
影
響
は
夫
々
異
っ
て
居
り
、
こ
の
時
代
の
隔
り
の
中
で
村
方
地
主

が
寄
生
地
主
に
成
長
を
遂
げ
つ
〉
あ
る
を
窺
い
得
る
の
で
ゐ
る
。

我
々
は
ま
た
次
に
挙
げ
る
地
主
に
対
す
る
小
作
人
の
小
作
米
政
納
法
や
奉
公
人
請
状
、
或
は
小
作
契
約
書
等
の
書
式
の
時
代
的
差
異
の
中

か
ら
も
手
作
地
主
と
後
期
の
寄
生
地
主
の
質
的
相
違
を
看
過
出
来
る
の
で
あ
る
。
即
ち
寛
延
か
ら
宝
暦
に
か
け
て
大
山
宮
村
S
家
は
、
石
高

百
石
を
越
え
相
当
の
貸
附
を
行
っ
て
い
た
事
を
想
像
す
る
の
で
あ
る
が
、
寛
延
元
年
第
四
表
に
挙
げ
た
如
く
二
二
一
戸
の
小
作
人
の
未
納
分
は



小作料末納分l乙対する掛切日雇(寛延元年)

未納分 内掛切日雇 来約分 内掛切日雇

石
1. 40石 96人 5.76 石

石 A 
長 七 4.03 佐兵エ 0.64 32 

長 助 1. 34 0.38 40 伊 八 0.83 0.54 27 

善左エ門 6.04 1. 40 70 新五司郎 0.36 0.36 60 

~平次 2.54 0.88 50 7Jj 蔵 2.45 1. 00 50 

新 八 4.99 1. 00 50 伊兵エ 5.20 1. 00 50 

松兵 エ 1. 79 0.80 40 藤兵エ 0.33 0.33 20 

理 介 0.50 0.50 25 字 兵 エ 6.63 0.40 20 

伊右エ門 10.80 0.80 50 京 セ 1. 95 0.30 50 

忠右エ門 2.42 1. 93 100 吉右エ門 4.63 1. 32 78 

位兵 エ 0.87 0.87 40 徳兵エ 2.27 1. 02 60 

孫兵 エ 7.68 1. 60 80 吉兵エ 2.19 2.19 つ

計 75.65 20.66川 81

第 4表

七
五
石
余
の
多
く
に
及
び
、
そ
の
う
ち
二

O
石
余
に
当
る
部
分
は
翌
年

に
一
、

O
八
八
人
の
樹
切
日
雇
を
地
主
に
提
供
し
た
よ
う
で
あ
る
。
小
作

未
納
分
は
こ
の
年
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
前
後
に
多
く
あ
り
、
利
附
で

(掛切日雇限)

翌
年
に
繰
越
さ
れ
た
。
こ
の
当
時
土
地
集
中
の
激
し
さ
に
も
か
h
わ
ら

ず
、
小
作
料
を
生
み
出
す
程
に
至
ら
ず
、
小
作
料
の
取
立
を
厳
し
く
す

る
事
が
出
来
ず
、
累
積
す
る
未
納
分
を
四
位
せ
し
め
る
一
方
法
と
し
て
、

地
主
が
相
当
の
規
模
の
手
作
地
を
有
し
労
働
力
を
供
給
さ
せ
た
。
以
上

で
賦
役
労
働
と
は
異
っ
た
地
主
手
作
の
果
し
た
役
割
を
知
り
う
る
。

乙
の
掛
切
日
雇
な
る
も
の
う
内
容
を
知
る
た
め
に
、

一
例
を
次
に
挙
げ
る
事
と
す
る
。

「
義
定
書
」
の

「
未
進
米
立
方
義
定
之
事

合
四
石
三
升
四
合
去
卯
暮
不
納
也

内
壱
石
四
斗
ハ
私
掛
切
日
雇
当
辰
三
月
よ
四
月
記
毎
月
六
日
ッ
、
、

五
月
よ
十
一
月
迄
毎
月
拾
弐
人
ッ
、
拾
ヶ
月
ニ
都
合
九
拾
六
人
参
リ

相
勤
可
申
候
。
内
弐
拾
六
日
ハ
卯
年
賦
白
雇
不
足
ニ
御
差
継
可
被
下

候
。
残
七
十
人
ハ
比
米
壱
石
四
斗
ニ
差
継
可
被
下
候
。
二
石
六
斗
三

升
四
合
当
暮
元
利
勘
定
可
申
候
。

右
之
通
去
暮
未
進
米
多
分
ニ
髄
成
侠
ニ
付
、
最
早
難
為
致
下
作
も
被
仰
御
力
ニ
奉
容
候
、
然
ル
処
挨
拶
人
与
七
郎
ヲ
以
段
々
御
額
申
入
侯
処
、
御
間
入
被

下
右
之
通
品
付
ニ
下
泰
翠
寄
候
、
然
ル
上
ハ
右
脳
切
日
雇
毎
月
定
之
遜
無
滞
急
皮
相
勤
可
申
侠
為
其
諸
合
加
印
の
而
如
件



即
ち
長
七
な
る
者
は
、
四
石
三
升
四
合
の
内
一
石
四
斗
を
掛
切
日
雇
で
三
、
四
月
は
毎
月
宍
日
、
小
五
丹
よ
り
一
一
月
ま
で
の
七
ヶ
月
は
毎

月
一
二
日
で
計
九
六
人
を
出
す
事
に
な
っ
た
。
、
そ
の
う
ち
二
六
人
は
前
年
の
不
足
労
働
で
あ
り
べ
純
粋
に
米
一
石
四
斗
に
当
る
労
働
力
は
七

人
一
で
一
人
一
日
米
ニ
升
に
換
算
さ
れ
て
い
る
1

要
す
る
に
掛
切
日
雇
と
は
月
の
う
ち
幾
日
か
を
地
主
の
必
要
に
応
じ
て
出
る
日
雇
で
あ
る
。

S
家
は
斯
る
日
雇
の
外
に
年
季
奉
公
人
を
使
用
し
て
い
た
が
、
乙
れ
も
ま
た
小
作
米
未
納
分
の
累
積
し
た
眉
か
ら
提
供
さ
れ
て
い
た
事
を

次
の
詰
状
だ
知
り
得
る
の
力
、
あ
る
。

「

4

年
季
奉
公
諮
状
之
一
事

私
的
汁
岩
蔵
先
年
十
四
才
ニ
罷
成
侯
処
パ
年
柄
ニ
付
家
内
多
飯
料
ニ
差
詰
リ
ベ
誠
ニ
貴
下
-
一
下
作
未
進
も
多
分
有
之
侯
ニ
付
、
何
卒
年
季
ニ
御
召
抱
被

下
侠
様
口
入
当
村
権
平
・
北
野
村
新
田
徳
右
エ
円
以
申
入
侯
処
、
御
相
談
被
下
当
酉
年
ヨ
リ
来
ル
来
年
迄
拾
年
季
奉
公
ニ
御
定
被
下
、
則
給
米
去
申

約
三
石
未
進
米
ニ
御
差
継
致
シ
被
下
、
一
飴
ニ
訪
問
取
申
処
実
正
口
口
口
、
尤
右
岩
蔵
夜
具
・
着
替
・
小
道
具
等
、
並
す
、
口
・
せ
ん
だ
く
・
小
づ
か
い

銭
・
髪
付
・
元
結
ニ
一
会
ま
て
身
之
廻
リ
万
々
親
元
蔵
ヨ
リ
仕
~
貴
殿
へ
少
し
も
御
世
話
掛
不
申
候
実
正
也
。
併
乍
ら
古
手
布
子
の
袷
壱
ツ
・
夏
古
手

草
物
惟
巾
壱
ツ
被
選
可
被
下
旨
被
仰
関
定
之
外
之
義
候
厚
恩
ニ
奉
存
、
然
ル
主
は
右
年
之
内
御
法
度
之
儀
は
不
及
申
、
武
家
口
口
口
法
等
奉
存
付
貴

殿
方
思
召
ニ
不
叫
侠
節
、
叉
ハ
病
気
ニ
而
不
奉
公
仕
侯
ハ
、
請
合
加
印
人
ヨ
リ
急
度
口
代
相
立
貴
殿
御
手
え
無
之
様
可
仕
、
若
叉
其
節
相
応
人
代
へ

口
侠
ハ
、
、
右
貸
渡
-
一
侯
米
三
石
急
皮
相
立
可
申
為
後
日
請
合
加
印
状
の
而
如
件
。

'
宝
歴
三
酉
年
月

延
享
五
反
正
月

米
進
入
、
!
大
山
宮
村

e

誘
合
人

同

S 

殿

S 

段

以同マロ，岩
下 入官
署諮瓜

(断合親
肝
煎 宮 北、大

野町山
庄 新宮
屋村村村

四

長

七

⑮ 

村

:
与
七
郎
一
⑮」

フロ

t蔵

⑮ 

権!徳
右
エ

平ー門

⑮⑮  
L-



乙
の
記
載
で
は
三
石
の
未
進
米
に
一
四
才
の
岩
蔵
な
る
者
が
一

0
ヶ
年
の
長
き
に
亘
る
年
季
を
務
め
た
事
を
知
り
う
る
。

小
作
料
未
納
分
を
労
働
力
を
以
て
し
、
そ
の
取
立
て
が
余
り
厳
し
く
な
か
っ
た
初
期
に
比
し
、
後
期
で
は
非
常
に
厳
格
さ
を
増
し
て
来
た
。

そ
れ
は
次
の
コ
札
」
の
記
載
を
通
じ
て
知
り
得
る
の
で
あ
る
。

ー-，

差
入
申
一
札
之
事

一
、
米
九
石
也

一
、
米
九
石
也
吉
兵
エ
作
分

右
は
其
御
村
高
庄
十
左
エ
門
殿
所
持
御
田
地
右
両
人
下
作
致
候
所
、
未
遂
侯
上
追
丘
小
玲
儀
有
之
候
付
御
届
ケ
被
成
候
故
、
御
上
様
録
鎌
留
彼
仰
付

有
之
侠
処
稲
苅
取
之
時
節
ニ
付
、
各
方
御
引
諸
ニ
相
成
苅
取
之
儀
御
免
有
之
候
処
、
此
度
我
々
共
親
類
者
付
御
頼
申
我
々
引
諸
苅
取
仕
候
所
実
正
ニ

御
座
候
、
然
ル
上
ハ
本
人
不
拘
当
十
一
月
十
日
切
急
度
貴
殿
江
皆
納
可
仕
役
、
尤
苅
取
之
上
御
田
地
不
残
栢
一
民
し
可
申
候
、
比
儀
ニ
付
少
本
人
よ
申

分
無
御
座
伎
、
万
一
故
障
筋
叉
は
如
何
駄
之
儀
出
来
候
共
、
右
鉢
親
類
者
共
引
諸
侠
上
は
少
も
無
滞
急
皮
相
立
食
殿
へ
御
難
儀
掛
申
間
数
候
依
而
一

休
む
作
分

f
u
門

uιγ

ふ小
ι
先
日
外
か
恥
J

天
保
九
戊
年
九
月

本

人

大
山
下
村

休

-t.; 

@ 

同

断

同

士
口
兵
エ
⑮

御
上
様
h
o
御
引
請
人

引
詩
人

人

⑮ 

大
山
下
村

甘
四
四
郎
殿

同

村

新
兵
エ
殿

'--

即
ち
S
家
の
小
作
人
休
七
、
吉
兵
エ
の
両
人
は
小
作
料
未
納

a

〈
或
は
年
貢
も
)
に
就
き
地
主
か
ら
藩
に
訴
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
藩
か

ら
錯
留
を
抑
付
ら
れ
引
請
人
を
指
定
し
て
牧
穫
せ
し
め
た
こ
と
を
物
語
つ
だ
い
る
。

ま
た
天
保
年
間
大
山
宮
村
藤
七
と
S
家
と
の
聞
に
交
わ
し
た
「
小
作
年
貢
儀
定
」
に
は
「
:
下
作
之
義
者
稲
刈
之
上
貴
宅
江
持
者
、
、
私
家

出
山
本
心
仏
い
飢
岳
民
拡
忠
弘
臥
候
問
、
現
く
ず
被
下
麦
作
も
致
さ
せ
被
下
候
様
当
村
直
右
エ
門
義
助
両
人
を
以
御
頼
申
入
候
処
、
御
聞
屈
被

ヱェ



一六

下
重
々
御
厚
思
難
有
奉
存
候

」
と
あ
り
、
地
主
の
限
前
で
脱
穀
し
て
小
作
料
を
お
さ
め
さ
せ
た
程
で
あ
っ
た
。

後
期
の
小
作
料
取
立
て
の
激
し
さ
を
物
語
る
、
お
び
た
Y
し
き
史
料
の
う
ち
か
ら
先
の
二
例
を
挙
げ
た
の
で
あ
る
が
、
ず
こ
の
頃
に
な
る
と

下
作
請
合
証
文
に
は
「
御
年
貢
少
し
も
不
納
な
く
相
立
可
申
候
若
少
に
で
も
不
納
仕
俣
ハ
、
右
下
作
田
畑
貴
殿
江
急
度
相
戻
し
可
申
候
」
と

附
記
す
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
こ
の
激
し
き
小
作
料
の
取
立
て
は
既
に
完
全
に
小
作
料
を
生
み
出
す
生
産
力
の
あ
っ
た
事
ぞ
前
提
と
し
て

い
た
事
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
苛
酷
な
取
立
て
に
依
っ
て
小
作
地
が
返
却
さ
れ
て
も
困
ら
な
い
よ
う
に
、
村
に
そ
の
引
受
人
を
用
意
し
て
い
た
。
次
の
賃
銀
統
制
や

賃
労
働
化
の
抑
制
等
一
聯
の
奉
公
人
統
制
に
関
す
る
史
料
は
そ
の
事
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
天
保
十
二
年
S
家
の
当
主
は
次
の
書
面
を
藩

に
提
出
し
た
。

ー「

乍
恐
御
内
意
奉
伺
上
口
上
手
控

て
近
年
:
・
中
百
姓
と
も
世
暮
賄
万
無
悩
ニ
罷
在
、
其
上
召
抱
之
下
男
女
共
高
給
を
貧
り
侠
と
も
、
内
手
間
に
市
は
農
業
行
届
無
拠
高
給
差
出
侯
ニ
付
テ

ハ
、
夫
々
残
之
者
も
不
相
応
ニ
一
給
銀
を
貧
り
附
テ
ハ
、
日
産
も
同
様
申
募
リ
不
自
由
仕
御
百
姓
も
出
来
不
雨
、
銘
々
必
至
難
渋
仕
候
次
第
申
出
侠
。

一
、
他
所
稼
の
者
の
内
に
は
生
涯
農
業
も
不
致
、
:
・
他
所
永
住
い
た
し
侯
者
も
有
之
、
U
:
人
別
相
減
し
御
団
地
手
余
リ
農
業
栢
捨
リ
:
・
男
女
共
他
所
稼
-
一

罷
出
居
候
者
引
戻
一
シ
相
改
可
栂
届
ケ
事
。

一
、
旦
叉
近
比
長
機
織
相
始
メ
侯
由
相
関
申
候
、
是
迫
も
農
業
之
透
ニ
仕
侯
ハ
、
住
々
は
御
国
尽
と
も
可
相
成
侠
と
も
、
・
:
利
尽
之
万
心
掛
ケ
質
素
古
風

之
農
業
相
厭
ひ
身
持
不
行
次
之
者
、
並
腕
も
御
百
姓
不
仕
侠
者
も
御
取
調
へ
之
上
本
業
へ
赴
し
様
:
:
:
」

以
上
の
記
載
は
賃
銀
高
騰
の
状
況
と
、
他
国
へ
賃
労
働
と
な
り
離
村
し
て
ゆ
く
事
や
、
長
機
織
の
禁
止
方
を
願
出
た
も
の
で
あ
る
が
、
何

れ
も
農
業
を
離
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
小
作
人
の
減
少
を
防
ご
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
天
保
一
三
年
S
家
の
強
制
に
基
き
大
山
組
で

は
「
大
山
組
規
定
」
な
る
も
の
を
作
製
し
、
次
の
如
く
賃
銀
を
決
め
た
。



「
一
、
転
入
、
男
女
日
展
、
同
掛
切
日
雇
、
茶
摘
、
乙
へ
刈
、
支
う
ち
日
庭
、
牛
駄
賃
、
掛
乙
へ
、
渡
田
草
、
炭
焼
、
京
大
坂
辺
賃
銀
等
は
す
べ
て
十
ヶ
年

以
前
之
遥
ニ
取
戻
可
申
事
」

と
決
め
先
に
挙
げ
た
文
政
七
年
の
統
制
賃
銀
と
同
賃
銀
を
表
示
し
、
極
め
て
低
い
水
準
に
押
下
げ
た
。

江
戸
末
期
斯
る
寄
生
地
主
の
発
展
に
基
き
、
少
数
者
の
手
に
土
地
集
中
の
増
加
の
反
面
に
、
一
土
地
を
失
っ
た
農
民
は
容
易
に
村
を
離
れ
る

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
土
地
を
失
つ

事
が
可
能
で
あ
っ
た
り
、
在
村
し
で
も
農
業
外
の
奈
業
に
つ
く
機
会
に
恵
れ
た
よ
う
に
思
え
る
。

一
時
的
流
出
た
る
出
稼
は
勿
論
の
事
、
余
業
に
就
い
て
も

た
屈
は
、
小
作
と
し
て
地
主
の
規
制
を
う
け
、
自
作
農
の
支
配
的
な
村
に
比
し
、

制
約
を
受
け
て
い
た
。

即
ち
S
家
の
居
村
た
る
大
山
宮
村
と
同
じ
組
に
存
在
し
た
近
隣
の
大
山
下
村
と
、
追
入
村
の
三
村
の
比
較
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
よ
う
。

土
地
集
中
の
若
し
き
地
域
で
は
村
内
だ
け
の
土
地
所
有
の
検
討
だ
け
か
ら
は
土
地
集
中
の
度
合
を
知
り
得
な
い
の
で
、
始
め
に
三
村
の
入

組
関
係
を
示
す
と
第
五
表
に
よ
る
如
く
で
あ
る
。
下
村
は
村
高
の
多
き
割
に
戸
数
が
少
く
他
村
へ
土
地
を
も
っ
入
高
も
少
く
、
村
内
に
土
地

ぞ
も
つ
地
主
も
最
高
二
ニ
石
で
あ
り
、
従
っ
て
村
民
は
自
村
に
所
在
す
る
自
分
の
土
地

第 5表

大山組のうち三ケ村の入組(皮応二年)

下村 宮村 追 入

村 高 382 石 142 石 153 右

別免諮高 136 

抜 高 85 6 6 

残 高 297 136 147 

入 高 43 415 32 

言十 340 551 179 

(戸数) 83 62 67 

を
耕
作
す
る
形
を
と
っ
た
。

(持高作畝人別御改帳)

宮
村
は
村
高
の
割
に
一
戸
数
が
多
い
が
、
そ
れ
は
最
高
の
土
地
所
有
者
た
る
S
家
一
一
戸

で
、
村
内
に
別
免
請
高
を
有
じ
、
或
は
他
村
に
土
地
を
集
中
し
て
入
高
を
有
し
、

(ムロ

せ
て
四
八
一
石
)
ほ
と
ん
ど
の
村
民
は
そ
れ
を
小
作
と
し
て
耕
作
し
て
い
た
。

追
入
村
は
村
高
が
少
く
入
高
も
多
く
は
な
い
。
さ
れ
ど
一
戸
数
は
宮
村
よ
り
も
多
く
、

全
高
の
止
す
を
所
有
す
る
小
地
主
が
村
内
に
居
り
、
一
零
細
小
作
と
余
業
の
在
在
を
予
担

す
る
の
で
あ
る
。

三
村
の
土
地
所
有
と
経
官
の
関
係
は
第
六
表
に
よ
る
如
く
で
あ
り
、
下
村
は
三
村
の

七



入

r地主 2

下 1自作 24

村 j小自作 50

¥!j、作 7

地主

貸附1也
を有者

自作 18

自小作 14 

小作 20

噌

A
a
q
円

t

A

U

n
L
q
d
 

1 

14 

ti:自主

宮 1自作

村 j自小作

人小作

迫

入

ヰ。石ぞ
。反

1< 1-3 3-5 5-7 7-10 10-20 20> 計

l 2 3 2 

1く 1 2 11 4 3 1 22 

1-3 7 4 3 1 l 16 

3-5 1 3 4 1. 1 9 

5-7 3 3 4 10 

7-10 6 4 10 

10-20 1 11 5 7 

20> 1 1 

言十 2 4 21 10 14 17 15 。 83 

。 5 8 12 4 1 30 

lく 4 6 3 1 14 

1-3 1 3 4 1 9 

3-5 1 3 2 6 

5-7 1 1 

7-10 。
10-20 1 1 

20> 1 1 

計 5 。13 6 62 

。 15 5 20 

1く 6 8 5 3 1 23 

1-3 1 6 5 12 

3-5 1 2 4 7 

5-7 1 1 

7-10 1 1 

10-20 l 2 

20> 1 1 1 

一
計 22 14 16 13 1 1 O 。 67 

第

6
表

大
山
組
の
う
ち
三
ケ
村
の
土
地
所
有
と
経
営
(
慶
応
二
年
)

(第5表l己同じ)



中
で
最
も
農
民
的
所
有
に
よ
る
も
の
が
支
配
的
で
あ
り
、
経
営
も
一

t
三
反
が
最
大
を
占
め
る
と
わ
い
え
一
反
か
ら
二
町
未
満
に
梢
々
均
分

に
分
布
し
、
一
町
以
上
が
一
五
戸
あ
る
。
宮
村
は
自
作
僅
に
四
一
戸
で
、
五
七
一
戸
は
大
な
り
小
な
り
S
家
の
小
作
で
、
経
営
も
悉
く
一
町
未
満

で
あ
る
。
追
入
村
は
自
作
小
作
相
半
ば
で
、
五
二
石
を
有
す
る
地
主
の
外
に
零
細
な
貸
附
地
を
持
つ
者
が
一
四
一
戸
も
あ
り
、
-
一
3
の
者
は
既

に
農
業
か
ら
離
れ
、
経
営
は
五
反
未
満
が
支
配
的
で
あ
る
。

大山組のうち三ケ村の土地所有と余業(慶応二年)

(単位ハ入)

第 7表
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(第 5表1<:'同じ)



四
O 

次
に
第
七
表
に
示
し
た
農
業
外
の
余
業
を
見
る
と
、
下
村
は
自
作
農
的
村
で
あ
っ
た
が
、
余
業
の
数
六
七
人
に
及
び
、
三
九
一
戸
は
酒
造
出

稼
で
、
そ
の
他
商
業
や
職
人
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
追
入
村
は
日
雇
が
二
三
人
と
宿
駅
で
あ
っ
た
関
係
で
宿
屋
が
多
く
商
業
と
合
せ
て
一
九

こ
れ
ら
二
村
に
比
し
小
作
農
の
支
配
的
な
宮
村
は
余
業
者

-
O人
に
す
ぎ
ず
、
土
地
喪
失
者
を
多
く
出
し
、
日
雇
或
は
出
稼
等

人
で
あ
る
。

に
つ
く
事
を
許
さ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

の
必
要
性
が
あ
り
な
が
ら
、
や
が
て
そ
れ
ら
を
動
機
と
し
て
村
を
出
て
ゆ
く
事
を
地
主
が
お
そ
れ
、
常
に
小
作
と
し
て
村
に
止
め
一
切
余
業

三
村
を
通
じ
て
の
余
業
は
奉
公
、
日
雇
、
出
稼
等
の
肉
体
的
労
働
は
勿
論
の
事
、

細
者
に
偏
し
て
い
る
。

こ
れ
よ
り
貨
幣
的
支
出
を
伴
う
商
業
で
も
土
地
所
有
の
零

一
O
石
以
上
の
余
業
は
地
主
経
営
に
よ
る
酒
造
と
、
大
山
下
村
の
商
業
即
ち
雑
穀
商
と
質
屋
の
ニ
一
戸
で
あ
る
。

以
上
三
村
の
例
で
は
山
間
で
あ
り
な
が
ら
地
主
支
配
の
強
い
宮
村
を

戸 石

酒造屋 2 60.0 

水 車 1 13.0 

米穀商 1 20.0 

宿 屋 4 11.0 I 

諸商人 5 4.5 

大 エ 1. 0.5 

木 挽 1 1.0 

髪 結 1 1.0 

日 雇 2 1.0 

山仕事 1 

黒 鍬 1 3.5 

小作農 10 

自小作 12 11. 0 

不 明 15 ，20.0 

言十 57 160.0 
一一一

第

8
表

S
家
販
売
米
の
販
売
先
(
元
治
元
年
)

五
、
む

す

ぴ

除
い
て
余
業
が
割
に
多
く
、
食
料
の
自
給
さ
え
出
来
ず
、
食
料
購
入
が

一
意
外
に
多
い
。
そ
れ
を
売
手
の
側
か
ら
の
一
例
を
示
す
と
、

S
家
の
元

治
元
年
入
手
米
は
三
五
六
石
で
そ
の
使
途
は
自
家
酒
造
一
四
五
・
七
七

石
(
四
一
%
)
自
家
飯
米
三
人
・
五
九
石
(
一
一
%
)
販
売
米
一
六
O

で
あ
る
。
販
売
米
を
販

石
(
四
五
%
)
残
米
一
一
・
六
四
石
(
三
%
)

売
先
別
に
整
理
す
る
と
第
八
表
の
如
く
に
な
る
。
販
売
先
は
大
山
組
五

ケ
村
に
分
布
し
五
七
戸
で
、
酒
造
米
六

O
石
と
三
三
石
は
水
車
、
米
穀

商
に
売
ら
れ
た
外
は
小
売
で
あ
る
。

地
主
手
作
を
支
え
て
い
た
労
働
力
は
、
譜
代
乃
至
は
質
券
労
働
の
如
き
賦
役
的
色
彩
の
強
い
労
働
力
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
江
戸
中
期
以



後
、
こ
れ
ら
隷
属
周
の
独
立
に
よ
り
地
主
経
営
か
ら
離
れ
、
先
進
地
で
は
地
主
手
作
が
崩
壊
し
て
寄
生
地
主
化
し
得
た
が
、
後
進
地
で
は
小

作
条
件
の
成
熟
す
る
ま
で
、
手
作
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
る
に
こ
h

で
扱
っ
た
地
域
の
如
く
、
隷
属
者
の
独
立
を
促
す
べ

き
条
件
が
農
村
外
部
に
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
熟
成
化
と
共
に
地
主
手
作
周
の
労
働
力
欠
乏
は
、
地
主
に
と
っ
て
ま
ふ
に
死
活
の
問
題
で

あ
っ
た
。
そ
ζ

で
地
主
手
作
眉
は
蒋
権
力
を
背
景
に
、
領
外
へ
の
奉
公
人
流
出
と
賃
銀
統
制
を
以
て
流
出
の
防
止
に
つ
と
め
た
。
い
よ
/
¥

文
政
七
年
に
は
藩
に
せ
ま
っ
て
藩
の
補
助
機
関
的
な
奉
公
人
掛
を
設
立
さ
せ
、
地
主
屑
自
ら
そ
の
取
締
役
と
な
っ
た
。
こ
の
年
奉
公
人
の
取

締
の
た
め
四
十
数
回
に
及
ぶ
会
誌
を
開
き
、
次
の
如
、
き
統
制
を
行
っ
た
。

払
賃
銀
が
高
騰
し
た
り
、
奉
公
人
不
足
は
他
所
稼
の
増
加
に
よ
る
も
の
と
見
倣
し
、
先
づ
地
所
稼
を
禁
止
し
、
公
定
賃
銀
を
定
め
、
或
は

奉
公
人
の
華
美
な
服
装
、
奉
公
人
の
申
合
せ
に
よ
る
せ
り
上
げ
等
、
賃
銀
の
高
騰
を
生
ぜ
し
め
る
よ
う
な
諸
点
を
禁
じ
た
。
ま
た
一
方
奉
公

人
過
不
足
状
況
や
、
奉
公
人
数
の
調
査
を
し
た
。

. 

弘
そ
の
調
査
の
結
果
奉
公
人
不
足
は
甚
だ
し
く
、
他
領
か
ら
日
雇
を
入
れ
た
が
、
統
制
賃
銀
が
安
い
た
め
そ
れ
程
入
ら
な
か
っ
た
。
ま
た

奉
公
人
に
札
を
与
え
無
札
奉
公
人
を
附
う
と
過
料
を
課
し
、
或
は
抜
打
的
な
人
改
め
を
し
て
奉
公
人
に
適
す
る
者
で
主
取
し
々
い
者
は
日
一
層

に
し
た
。
も
ち
ろ
ん
夏
の
出
稼
ゃ
、
他
所
奉
公
に
も
過
料
を
課
し
た
。

じ
奉
公
人
雇
簡
は
原
則
と
し
て
組
内
で
行
う
よ
う
に
し
、
村
庄
屋
中
か
ら
村
一
人
の
用
掛
を
選
ぴ
、
届
出
に
よ
る
他
所
稼
や
出
稼
に
も
冥

加
銀
を
課
し
た
。

そ
の
間
に
手
作
地
主
の
一
部
に
、
土
地
集
中
の
進
行
に
伴
い
、
小
作
料
さ
え
完
全
に
確
保
さ
れ
〉
ば
、
寄
生
地
主
に
な
り
う
る
程
の
規
模

を
有
す
る
者
が
ゐ
ら
わ
れ
た
。
が
だ
生
産
力
が
低
い
た
め
僅
の
災
害
で
も
小
作
料
の
未
納
を
生
じ
、
そ
の
未
納
を
四
枚
す
る
の
に
地
主
の
手

作
を
必
要
と
し
た
。

こ
れ
ら
の
地
主
は
手
作
を
存
続
さ
せ
る
た
め
の
労
働
力
の
確
保
に
は
苦
労
し
な
か
っ
た
。
斯
る
地
主
は
小
作
地
の
生
産

力
の
高
ま
り
に
伴
い
、
断
次
小
作
料
の
取
立
て
は
厳
重
に
な
り
、
未
納
者
の
た
め
に
立
毛
引
請
人
な
る
周
が
生
れ
た
。
そ
し
て
取
立
て
の
厳

重
さ
か
ら
何
時
小
作
地
を
返
却
さ
れ
て
も
困
ら
ぬ
よ
う
に
、
常
に
有
り
余
る
程
の
一
戸
数
を
村
に
湛
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
村
民
の
移
動
を

四



四

取
締
る
と
共
に
、
余
業
に
つ
く
事
活
え
禁
止
し
た
程
で
あ
る
。

一
九
五
六
、
二
、
一
一

一
九
五
六
、
五
、
二

本
研
究
は
、
昭
和
三

0
年
度
文
部
省
「
綜
合
研
究
」
の
補
助
金
に
よ
る
「
兵
問
仲
間
対
に
お
け
る
地
租
改
正
の
研
究
」
の

，
筆
者
の
分
担
分
の
う
ち
の
一
部
で
あ
る
。

改成
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